
①円筒ケースくパルTツ・電球入りケース〉

②自立ポール〈エア式のみ空気ポンプ〉

③操作パネル付安定器〈アークライト仕様のみ〉
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オプション／車両取付式く万能クランプこ仙ダー・71トル髄。出しアーム〉

※右図は、自立エアポール式アーク仕様の標準セットです。

（D円筒のケースよりバルーンと電球入りケースを取り出します。

②三本プレシキブルアームを開きます。この状態で、既に設置して

いるポール先端に取り付けます。

注慮：取付部のネジはしっかり締めてください。

③取り付け後、バルーンの内側の電球取付用ソケットに、電球を差

込み、ファスナーを閉じます。
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④★アークライトの場合（NA1350／850A）

バルーン下部の接続コネクターを安定器裏面に接続。安定器か

ら出ている電源コードを動力源のコンセントロにつなぎ設置完手

NLA850A：単相100／ll0V　防水コンセント仕様

NLA1350A（1．2／2．5）：掛目200／220V・三芯 ○端子（真一緑：アース端子）

★ハロゲンライトの場合（NLA850H）
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⑥エアポールの場合

ポール下部のバルブコックを上方向に回し、空気ポンプホースを

つなぎ、エアを送り出します0伸ばし終われば、コックを閉じ、ホ
ースをバルブロから取りタルてください。代ルブコックを上方向

に戻すとエアが抜けポ「ルが降下しますので注意してくだ慕い。

★スタンダート三脚の場合

あらかじめポールを任意の高さまで伸ばしてくだ華かント津

代表取締役

注語：三脚を使用する場合、風による転倒防止として
を張ってください。 FAX（04か
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★アークライトの場合（NLA1350／850A）

⑥安定器正面中央にあるブレーカースイッチを上方向へON。

バルーンへエアー送風を開始します。

⑦バルーン内圧が基準値に達すると、安定器正面中央下方向の

パイロットランプが強く点灯し、点灯操作可能です。

⑧安定器正面、左側のスイッチし緑軸を押すと点灯。右側（赤色）

を押すと消灯します。

★八日ゲンライトの場合（NLA850日）

⑥操作パネルから出ている、電源コードをコンセントロ

（100／110V）につなぐと自動でエアを送風開始します。

（刀バルーン内圧が基準値に達すると、パネル上方向左端の黄色

いランプ（READY）が点灯し、点灯操作が可能となります。

⑧パネル下方向左端の（START）ボタンで点灯。

右端の（STOP）ボタンで消灯します。

★車両へ取引引ナる場合（アダプターの説明）

車両への取り付けは付属の取付専用ホルダー、張出アームを使

用します。車両の手すりや車体フレーム上に専用のクランプでホ

ルダーを固定し、ポールを立てます。

注憮：ノUレーンは鋭利な物に接触すると裂ける恐れが有ります。
車両取り付け時、碩上のキャノピーや障害物に注意してください。
クランプレバー、先端取付ネジはしっかりと締めてください。

注　　意

格納矧ま、ランプを消灯させてもしばらく確源
を抜かずにしばらく送風を続け球を冷却させ
てください．，（約10分間くらい）

鴨球は15口でを越える高涼となり危険ですい

●強風時、ポールは格納してください。転倒破損の恐れが有ります。

●本川レーンは防水仕様。雨天での使用は大丈夫ですが、水中で動重用はできません。

●防煙仕様ではないので、爆発危険のある有害作業での使用は御止めください。

●エンジン発電機を使用する場合、適正電圧を確保してください。（定格100／110V）

●電球の取扱いは丁寧に行ってください。衝撃でガラス面を破損する恐れが有ります。

●また作業を終え聯去矧よ必ず電球をバルーンから取り出してから格納してください。

●電球はガラス部を直接芋で触らないでください。点灯時熱を持ち、ガラスが割れる恐れが有ります。

●消灯後、しばらく電球を冷やすためバルーンを膨らませたままでブレーカーを切ったり、電源コンセントを

抜かないでください。約10分間ほど冷却時間をおいてください。

●バルーンが汚れたら、中性洗剤を含ませた布でふいてください。その他の洗剤は使用しないでください。


